
 

 

  
 

  

 

   

 
 

一 期 一 会  ～ 一枚のメッセージから ～ 

校 長  小 宮  健 

2022 年、令和４年が幕を開けました。 

新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましては新春を

清々しい気持ちでお迎えのこととお慶び申し上げます。 

 

年頭にあたり、昨年の 12 月に実施した６年生の日光修学旅行での 

出来事を紹介いたします。 

２日目の朝食後、身支度を済ませ、奥日光の宿舎を出発する時間とな

りました。子どもたちが移動した後、私は忘れ物がないか確認するため

に部屋を順に見て回りました。いくつ目

かの部屋に入ったとき、座卓の中央に置

かれた一枚のメモのような紙が目に留ま

りました。近寄って見てみると… 

 

 

それは、宿舎の方々に自分たちの感謝の気持ちを伝えるメッセージだったのです。 

何気なくそっと感謝の気持ちを伝えようとした子どもたちの行動に感激しました。私は、思わず 

その場を写真に残し、微笑みながら宿舎を後にしました。 

学校到着後、バスを降りた後に何人かの児童がガイドさんへ手紙を

渡す姿も見られました。きっと２日間お世話になった感謝の気持ちを

伝えたかったのでしょう。 

一生に一度だけの機会を大切にするという「一期一会」そのものを

子どもたちは実行していたのです。素敵です。何て素晴しい子どもた

ちなのでしょう。 

 

コロナ禍への対応・対策が始まってから約２年が過ぎようとしていますが、二度と訪れないその機

会、その時、その瞬間を大事に過ごしていきたいと思います。そして、教育の本質は「人格の完成」

であることを意識し、力を合わせて学校教育の本質である「愛情あふれる児童理解」と「よりよい授

業の創造」を目指して教育活動に取り組んでまいります。 

保護者の皆様、地域の皆様、日頃より本校の子どもたちを温かく見守り支えていただいている全て

の方々、本年も桜台小学校をどうぞよろしくお願いいたします。 
 


